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ラウンドアバウトは、平面交差の形式として数多くの安全上・円滑上の利点を
有することから、欧米先進諸国において早くから普及が進み、その効果を発揮し
てきました。わが国においても、近年の調査研究や社会実験等を経て、ラウンド
アバウト導入の効果が認められつつあり、道路交通法の平成 25 年 6 月の改正に
おいては、環状交差点が法令により規定されることとなりました。本書は、わが
国においてラウンドアバウトを導入する際に必要となる、計画と設計、および交
通運用にかかわる基本的事項と方法論を、技術指針として取りまとめたものです。 

ラウンドアバウトは、適切な箇所への設置はもちろんのこと、交通制御を信号機に頼らないため、特に
設計の成否が安全性や円滑性といった基本性能を大きく左右することになります。このため、構成要素の
設計諸元値をただ単に組み合わせて設計するだけでは甚だ不十分であり、対象とする交差点の状況に応じ
て設計案の安全性と円滑性に関する性能を十分に照査し、試行を重ねつつ最適なものとなるよう設計する
ことが極めて重要なプロセスとなります。本書では、ラウンドアバウトの適用条件や各種安全対策の検討
と並び重要な、このような設計の考え方について、十分な紙幅を取って解説するよう心掛けています。 

本書は、ラウンドアバウトの特徴や機能、適用条件などの基本事項を知りたい方から、設計
に携わる技術者や運用を検討する実務者の方まで、それぞれに必要な情報が網羅されています。
わが国におけるラウンドアバウトの適切な設置を進めるに際して、本書を必須のマニュアルと
して是非ともご活用ください。 
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はしがき

　ラウンドアバウトは、平面交差の形式として数多くの安全上・円滑上の利点を有すること
から、欧米先進諸国において普及が進み、その効果を発揮してきた。わが国においても、近
年の調査研究や社会実験等を経て、ラウンドアバウト導入の効果が認められつつあり、道路
交通法の平成25年6月の改正においては、環状交差点が法令により規定されることとなった。
　本書は、わが国においてラウンドアバウトを導入する際に必要となる、計画と設計、およ
び交通運用にかかわる基本的事項と方法論を、技術指針として取りまとめたものである。本
書の中で特に計画に関わる内容については、交通工学研究会の平成18～19年度自主研究課題
「ラウンドアバウトの計画と設計に関する研究」の成果として取りまとめられた「ラウンドア
バウトの計画設計ガイド（案）」（2009）をベースとしている部分も少なくない。
　平面交差部においては、その設計と運用の成否が安全性や円滑性といった基本性能を大き
く左右することになるが、特にラウンドアバウトでは交通制御を信号機に頼らないため、こ
のことを十分認識して設計することが求められる。このため、構成要素の設計諸元値をただ
単に組み合わせて設計するだけでは甚だ不十分であり、対象とする交差点の状況に応じて設
計案の安全性と円滑性に関する性能を十分に照査し、試行を重ねつつ最適なものとなるよう
設計することが極めて重要なプロセスとなる。また、個々の交差点を取り巻く道路交通環境
は千差万別であるので、既存の成功事例があるからといってそれをそのまま模倣するのでは
なく、当該箇所において適切な設計・運用となるよう、本書を用いて個別に照査を行わねば
ならない。そして、ラウンドアバウトの完成供用後も、運用状況を見て随時修正更新を図っ
ていく必要がある。
　本書では、ラウンドアバウトの適用条件や各種安全対策の検討と並び重要な、このような
設計の考え方について、十分な紙幅を取って解説するよう心掛けた。今後本書を参照しつつ
わが国でのラウンドアバウトの適切な設置が進み、それらの経験を踏まえて、随時内容の補
足・更新がなされていくことを期待するものである。
　最後に、業務多忙の折にも熱意を持って議論に臨み作業に取り組んでいただいた委員・幹
事をはじめとする関係各位に、深く感謝の意を表する次第である。

　　　平成28年4月

ラウンドアバウト技術指針出版小委員会
委員長　　　中　村　英　樹
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1. 序章

1.1. 本書の位置づけ

　わが国の交通量の少ない平面交差部においては、従来の無信号交差点については一時停止
無視などによる出会い頭事故の発生、また信号交差点については、信号無視または信号切替
り時における交差点進入による出会い頭事故や右折時の事故の発生とともに、信号待ちに
よって無駄な遅れ時間が利用者に生じること、といった課題がある。したがって、こうした
安全上の問題を解決しつつ、利用者の利便性の観点から遅れ時間をできるだけ少なく抑える
ような交差点の制御手法を実現することが必要である。
　一方、先進諸国を中心として、わが国における上記のような課題と同様な問題意識から、
その解決策の一つとして、ラウンドアバウト（roundabout）を積極的に導入するようになっ
ている。本書は、こうした背景と問題意識に基づいて、わが国におけるラウンドアバウト導
入に際して必要となる、計画と設計、およびその運用に関わる基本的な考え方を示すととも
に、設計に関わる技術的基本事項について取りまとめたものである。
　これまで、平面交差部の計画と設計に関しては、交通工学研究会が発行する「改訂　平面
交差の計画と設計－基礎編－（第3版・2007年）」、「平面交差の計画と設計－応用編－2007
（2007年）」などによって、こうした平面交差部の計画設計の意義、計画と設計の手順、およ
び具体的な手法の整理がなされ、これらは実務の現場における技術マニュアルとして活用さ
れてきている。しかし、これらの書籍においては、実質的には信号制御された交差点を中心
に記載されており、その他の平面交差部の交通制御手法については必ずしも十分に記載され
ているものではない。
　本書を参考にすれば、これまで実務の現場において無信号制御か信号制御の二者択一で
あった平面交差部の制御方式に、新たにラウンドアバウトという手法を選択枝として加える
ことができる。本書では、ラウンドアバウトが他の制御方式に比べて優れている場面、ある
いは適していない場面がどのような状況であるのか、その適用条件を示している。また、わ
が国の特性を考慮した適切なラウンドアバウトの幾何構造構成要素の設計手法、および各種
交通安全施設などに基づく交通運用手法を提示するものである。
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